
 

「コンプライアンス基本方針」と「行動規範」について 

 

コンプライアンスの徹底は、当学苑及び各設置校が今後さらに学生生徒等及び保護者並びに（地域）

社会からの信頼を強固にしていくために、必要不可欠なものであると考えます。またそのためには、学

苑の教職員の高いコンプライアンス意識と、組織として主体的にコンプライアンスに取り組む組織文化

の醸成が肝要です。 

このような考えのもと、当学苑では以下のとおり「コンプライアンス基本方針（※１）」と「行動規範

（※２）」を制定しています。 

※１：当学苑としてのコンプライアンスに関する姿勢及び考え方を示すものです。 

※２：当学苑の教職員個人における行動に係る規範を示すものです。 

《コンプライアンス基本方針》 

① 学苑の使命と社会への責任 

学苑の建学の精神に基づく教育的使命を全うし、社会から求められる責任を誠実に果たしま

す。 

② 人権･人格、多様性の尊重 

基本的人権、人格及び個人の尊厳、一人ひとりの多様性を尊重します。 

③ 法令･学苑諸規程･社会規範･の遵守と高い倫理観と良識の保持 

法令、学苑諸規程はもとより、社会倫理・社会規範を遵守し、高い倫理観と良識を持ちます。 

④ 学習･教育･研究･職場の良好で適切な環境の整備 

あらゆる差別・ハラスメントを絶対に許さず、安心して学習･教育･研究や業務を進めることが

できる良好で適切な環境を整備します。 

⑤ 公正かつ適正な研究活動の推進 

研究倫理を遵守し、公正かつ適正に研究を推進します。 

⑥ 積極的な情報公開と地域社会への貢献 

学苑経営に基づき適正で透明性の高い積極的な情報公開を行い、地域との連携を深めて、地域

の課題解決と持続的な発展に貢献します。 

⑦ 自然環境への配慮 

環境に関する法令等を遵守し、環境保全と資源の保護及び有効活用を通じて、持続可能な環境

と社会との調和を構築します。 

 

《行動規範》 

(1) 教育の仕事に携わる者として、学苑における使命を自覚し、法令と社会規範及び学苑の定める

規則を遵守して、その職責の遂行に努めます。 

(2) 一人ひとりの人権と人格、多様性を尊重し、良識に従い誠実に行動して、健全で活気があり安

心できる学習･教育･研究環境の整備に努めます。 

(3) 学苑を取り巻く人々と社会全体に対し、教育活動状況や財政状況等を適切に開示し、学苑に対

する理解を深め、社会からの期待に応え、貢献します。 

(4) 自然環境保全と資源保護を心がけ、地球環境保護に努めます。 

 


